
 

無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

い、小
こ

正
しょう

月
がつ

の朝
あさ

に家
か

族
ぞく

全
ぜん

員
いん

でいただき

ます。小
こ

正
しょう

月
がつ

には、やぐらを組
く

んで正
しょう

月
がつ

飾
かざ

りや書
か

き初
ぞ

め

などを燃
も

やす「どんど焼
や

き」や「左
さ

義
ぎ

長
ちょう

」などと呼
よ

ば

れる伝
でん

統
とう

行
ぎょう

事
じ

もあります。 

 

新
しん

年
ねん

を迎
むか

え、気
き

持
も

ちも新
あらた

たに３学
がっ

期
き

が始
はじ

まりました。冬
ふゆ

休
やす

み中
ちゅう

に生
せい

活
かつ

リズムが乱
みだ

れてしまっ

た人
ひと

はいませんか？ 寒
さむ

くて起
お

きるのがつらい時
じ

期
き

ですが、早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きをし、朝
あさ

ごはんを食
た

べ

て元
げん

気
き

に登
とう

校
こう

しましょう。 
 

うさぎのように野
や

菜
さ い

を

モリモリ食
た

べよう！ 

１月
がつ

７
なの

日
か

の早
そう

朝
ちょう

（または前
ぜん

日
じつ

夜
よる

）に、まな板
いた

の 

上
うえ

に七
なな

草
くさ

を並
なら

べて包
ほう

丁
ちょう

で叩
たた

きながら、「七
なな

草
くさ

なずな 唐
とう

土
ど

の鳥
とり

が 

日
に

本
ほん

の国
くに

に 渡
わた

らぬ先
さき

に…」などと七
なな

草
くさ

ばやしを唱
とな

える風
ふう

習
しゅう

があ

ります。 

※歌
か

詞
し

は地
ち

域
いき

や家
か

庭
てい

によって異
こと

なります。 
 

冬
ふゆ

が旬
しゅん

の野
や

菜
さい

は、寒
さむ

さで凍
こお

らないよう、細
さい

胞
ぼう

に「糖
とう

」を蓄
たくわ

えるため、甘
あま

く感
かん

じます。また、雪
ゆき

がたくさん降
ふ

る地
ち

域
いき

では、「越
えっ

冬
とう

野
や

菜
さい

」といって、秋
あき

に

収
しゅう

穫
かく

した野
や

菜
さい

をそのまま埋
う

めておき、雪
ゆき

の中
なか

で保
ほ

存
ぞん

する方
ほう

法
ほう

があります。寒
さむ

さで野
や

菜
さい

の甘
あま

味
み

やうま味
み

が増
ま

して、よりおいしくなるそうです。冬
ふゆ

ならでは

の野
や

菜
さい

の甘
あま

味
み

、ぜひ味
あじ

わってみてください。 
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正
しょう

月
がつ

三
さん

が日
にち

が明
あ

けてからも、７
なの

日
か

の「人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

」、11日
にち

の「鏡
かがみ

開
びら

き」、15日
にち

の「小
こ

正
しょう

月
がつ

」と、正
しょう

月
がつ

行
ぎょう

事
じ

が続
つづ

きます。人
じん

日
じつ

の節
せっ

句
く

には、７種
しゅ

類
るい

の若
わか

菜
な

を入
い

れた「七
なな

草
くさ

がゆ」を、小
こ

正
しょう

月
がつ

には、小豆
あ ず き

を入
い

れた「小豆
あ ず き

がゆ」を食
た

べて、１年
ねん

の無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

の

ごちそうで疲
つか

れた胃
い

腸
ちょう

を休
やす

めるのにも、ぴったりな行
ぎょう

事
じ

食
しょく

です。 

また、鏡
かがみ

開
びら

きでは、歳
とし

神
がみ

様
さま

にお供
そな

えしていた鏡
かがみ

もちを下
さ

げて、お汁
しる

粉
こ

などにして食
た

べ、 

家
か

族
ぞく

の健
けん

康
こう

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

います。鏡
かがみ

開
びら

きのもちを小
こ

正
しょう

月
がつ

の小豆
あ ず き

がゆに入
い

れることもあります。 

 
 

赤
あか

い色
いろ

が邪
じゃ

気
き

（病
びょう

気
き

や

災
さい

難
なん

など）を払
はら

うとさ

れる小豆
あ ず き

を入
い

れたおか

ゆ。 

 

春
はる

の七
なな

草
くさ

「せり、なずな、

ごぎょう、はこべら、 

ほとけのざ、すずな、 

すずしろ」を入
い

れた 

おかゆ。 

学
がっ

校
こう

で食
た

べる給
きゅう

食
しょく

は、単
たん

なる昼
ひる

ごはんではなく、栄
えい

養
よう

バランスのとれた豊
ゆた

かな食
しょく

事
じ

を通
とお

して、健
けん

康
こう

に良
よ

い食
しょく

事
じ

のとり方
かた

、地
ち

域
いき

の産
さん

業
ぎょう

や食
しょく

文
ぶん

化
か

、食
た

べ物
もの

とそれに関
かか

わる人
ひと

への感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちなど、さまざまなことを学
まな

ぶための教
きょう

材
ざい

となるものです。このように、現
げん

在
ざい

ではさまざまな教
きょう

育
いく

的
てき

効
こう

果
か

が期
き

待
たい

される学
がっ

校
こう

給
きゅう

食
しょく

ですが、もともとは、おな

かをすかせた子
こ

どもたちのために、学
がっ

校
こう

で昼
ひる

ごはんを提
てい

供
きょう

したことが始
はじ

まりでした。 


